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・ 本制度では、牛肉の輸入自由化後における肉用子牛価格の低落に対処するとともに、中長期的には肉用牛生産の

合理化により輸入牛肉に対抗し得る国産牛肉価格の実現を図るため、保証基準価格と合理化目標価格を設定。

保証基準価格及び合理化目標価格（令和４年度）

黒毛和種 褐毛和種
その他の
肉専用種

乳 用 種 交 雑 種

保 証
基準価格 541 498 320 164 274

合理化
目標価格 429 395 253 110 216

（単位：千円/頭）

【⿊⽑和種の場合】

×10／10

保証基準価格
541,000円

合理化⽬標価格
429,000円

⾁⽤⼦⽜の平均売買価格

×10／10

×9／10

国から交付される
⽣産者補給交付⾦を財源

⽣産者積⽴⾦を財源
（国︓1/2、県︓1/4、⽣産者︓1/4 で積⽴）
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肉用子牛生産者補給金制度

⾁⽤⼦⽜の⽣産条件や需給
事情等を考慮し、⾁⽤⼦⽜の
再⽣産を確保することを旨と
して定められる価格

輸⼊⽜⾁に対抗し得る⾁⽤
⽜⽣産の確⽴を図るため、繁
殖農家・肥育農家の⽣産の合
理化により、その実現が必要
な⽬標価格
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肉用子牛の保証基準価格の算定式（①和子牛）

市場取引価格
換算係数✕ ✕

黒毛和種

褐毛和種

その他の
肉専用種

２

10頭飼養規模層以上の労働費を採用

初年度（平成31年度）
の保証基準価格の

算定に用いた
生産費ベース

（平成23～29年度）の
価格（固定）

初年度算定に
用いた７年間

（平成23～29年度）
の生産費（固定）

令和５年度の
生産費（推計）

生産コストの変化率

✕

基準価格

再生産が可能となる、農家の庭先販売価格

平成37年度の酪肉近目標の
達成に向けた平成31年度の到達値

（出荷月齢：8.95ヶ月、
分娩間隔12.99ヶ月）

品種格差係数

直近７年平均
平成27～令和４年

酪肉近目標
出荷月齢：8ヶ月
分娩間隔：12.5ヶ月



１．０３８＋４，３２０ ）

［ 試 算 ］

③ その他の肉専用種 ＝ ３２４，８０３ ３２５,０００ 円/頭

① 黒毛和種 ＝ ５５６，３２９ ５５６,０００ 円/頭
② 褐毛和種 ＝ ５０６，９１５ ５０７,０００ 円/頭

① １．００２ （黒毛和種）

② ０．９１３ （褐毛和種）

③ ０．５８５

初年度(平成31年
度)の保証基準価
格の算定に用い
た生産費ベース
の価格（固定）

市場取引価格
換算係数

品種格差係数保証基準価格

［ 算 式 ］

（市場価格ベース）

令和５年度の肉用子牛の保証基準価格について（①和子牛）

３

和子牛
その他の
肉専用種

Ｐ ＝ × Ｄ（P0×I×m＋k）

P0

（ ５０１，１６２ 円

×
基準期間(平成23～
29年度)の生産費

（固定）

令和５年度の
生産費

（推計値）

×
５７０，５６９

５３８，５８９

I

再生産が可能となる、農家の庭先販売価格

農家の庭先販売価格と市場取引価格との相関関係
（一次回帰式）

１．０５９

基準価格 生産コストの変化率



肉用子牛の保証基準価格の算定式（②乳用種・交雑種育成）

市場取引価格
換算係数✕

４

初年度（平成31年度）
の保証基準価格の

算定に用いた
生産費ベース

（平成23～29年度）の
価格（固定）

初年度算定に

用いた７年間

（平成23～29年度）

の生産費（固定）

令和５年度の
生産費（推計）

生産コストの変化率

✕

基準価格

平成37年度の酪肉近目標の達成に向けた
平成31年度の到達値

（出荷月齢：乳用種6.71ヶ月、交雑種7.63ヶ月）

もと畜費：平成17年度以降の13年間の平均

一定の飼養規模層以上の労働費を採用
（乳用種200頭以上、交雑種100頭以上）

酪肉近目標
（乳用種）出荷月齢：6ヶ月、（交雑種）出荷月齢：7ヶ月



交雑種 ＝ ２７３，９１１ ２７４,０００ 円/頭

乳用種 ＝ １６３，７１５ １６４,０００ 円/頭

１.０２２＋２２５ ）

［ 試 算 ］

初年度(平成31年度)の

保証基準価格の算定に
用いた生産費ベースの

価格（固定）

市場取引価格
換算係数

保証基準価格

［ 算 式 ］

（市場価格ベース）

令和５年度の肉用子牛の保証基準価格について（②乳用種・交雑種育成）

５

Ｐ ＝ （P0×I×m＋k）

P0

（ １５０，９１６ 円

×
基準期間(平成23～29
年度)の生産費（固定）

令和５年度の生産費
（推計値）

×
１６４，４０３

１５５，１２７

乳用種

交雑種 （ ２５４，２１６ 円

２８１，３００

２６７，６８４

× １.０１０＋４，０５８ ）

I

１．０６０

１．０５１

基準価格 生産コストの変化率



肉用子牛の合理化目標価格の算定式（①和子牛）

輸入牛肉に対抗可能な肥育牛の生産に必要な子牛価格（肥育農家の購入価格）

［ 基本算式 ］ （和牛系列）

肥育に必要な
合理的な費用 市場取引価格

換算係数

✕ ✕ ✕
－

黒毛和種

褐毛和種

６

品種格差
係数

(Ｃ×Ｔ×Ｑ)

輸入牛肉対抗

価格（部分肉）を
生きた肥育牛の
農家販売価格

へ換算

輸入牛肉に対抗
する肥育牛の育
成に必要な費用
（もと畜費を除く） その他の

肉専用種

直近10年間（平成24年～令和４年）の
平均輸入価格に関税、諸経費を
足し上げ、さらに国産牛肉の１～
５等級の価格との品質格差を加
味して算出

肥育牛
換算係数

輸入牛肉
対抗価格

ー Ｇ ］ × Ｄ× u ＋ ｖ ｝×Ｗ × ｍ ＋ ｋ 〉

C：輸入牛肉価格
Ｔ：関税率＋諸経費率
Q：国産部分肉と輸入部分肉との品質格差（国産プレミアム）
u、v：輸入牛肉対抗価格と生きた肥育牛の農家庭先販売価格

との一次回帰式に用いる係数
W：出荷体重

（×出荷体重）（部分肉価格 １㎏）

〈［｛



［ 算 式 ］

令和５年度の肉用子牛の合理化目標価格について（①和子牛）

７

① 1.002
（黒毛和種）

② 0.913
（褐毛和種）

③ 0.585

［ 試 算 ］

肉専用種

合理化
目標価格
（子牛1頭当たり）

肥育牛
換算係数

（×出荷体重）

輸入牛肉
対抗価格

市場取引価格
換算係数

品種格差
係数

肥育に必要な
合理的な費用

その他の
肉専用種

③ その他の肉専用種 ＝ ２５６，４４７ ２５６,０００ 円/頭

① 黒毛和種 ＝ ４３９，２４８ ４３９,０００ 円/頭
② 褐毛和種 ＝ ４００，２３３ ４００,０００ 円/頭

Ｐ ＝ 〈[{(Ｃ×Ｔ×Ｑ)× u＋ｖ}×Ｗ − Ｇ ] × m ＋ k〉 × Ｄ

0.318＋277.91 ｝
×812.0〈 [ { 2,956.50円 536,606円 ] 0.942＋12,140 〉＝ × － × ×



肉用子牛の合理化目標価格の算定式（②乳用種・交雑種）

輸入牛肉に対抗可能な肥育牛の生産に必要な子牛価格（肥育農家の購入価格）

［ 基本算式 ］ （乳用種・交雑種）

肥育牛
換算係数

輸入牛肉
対抗価格

肥育に必要な
合理的な費用 市場取引価格

換算係数
✕ ✕－

８

（部分肉価格 １㎏） （×出荷体重）

(Ｃ×Ｔ×Ｑ) ー Ｇ ］× u ＋ ｖ ｝×Ｗ × ｍ ＋ ｋ［｛



［ 算 式 ］

令和５年度の肉用子牛の合理化目標価格について（②乳用種・交雑種）

９

［ 試 算 ］

乳用種

合理化
目標価格
（子牛1頭当たり）

肥育牛
換算係数

（×出荷体重）

輸入牛肉
対抗価格

市場取引価格
換算係数

肥育に必要な
合理的な費用

乳用種 ＝ １１０，２６７ １１０,０００ 円/頭

交雑種 ＝ ２１５，９２６ ２１６,０００ 円/頭

交雑種

Ｇ ]      ×Ｐ ＝ [{(Ｃ×Ｔ×Ｑ) × u＋ｖ}×Ｗ − m ＋ k

0.332 ＋37.57 ｝ ×794.2〔｛ 1,452.85 円 313,137円 ] 1.021 ＋ 8,389 〉

0.259 ＋ 266.30｝ ×835.0〔｛ 1,940.52 円 435,761円 ] 1.031 ＋ 3,270 〉

＝

＝ × －

× －

×

×



肥育牛もと畜費
（国産子牛の

農家購入価格）

輸入牛肉価格

関税率＋諸経費

Ｑ

輸入牛肉対抗

価格（肉の価

格）から、生き

た肥育牛の農

家庭先販売価

格へ変換

黒
毛
和
種

国産牛肉価格
（輸入牛肉対抗価格）

うち、
肥育に必要な
合理的な費用

①農家購入価格から

市場取引価格に変換

②品種間の市場取引

価格の格差から、

それぞれの品種の

価格を算出

合理的な生産をした時に、子牛を肥育牛

まで育てるのにかかる費用の額を引く

肥育牛
換算係数

肥育牛

農家販売価格

褐
毛
和
種

そ
の
他
の
肉
専
用
種

乳
用
種

交
雑
種

和牛

外国並みのコストで肥育牛を生産できる、理想の国産子牛農家購入価格

品質格差係数

肉専用種・ 乳用種
・交雑種それぞれ
の格差分を上乗せ

国産牛肉との品質格差

（国産プレミアム価格）を上乗せ

①市場取引価格
換算係数

【参考】肉用子牛の合理化目標価格の算定イメージ
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②品種格差係数
（和牛のみ）


